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１ 東金市の概要 

   東金市は、東京都心まで約５０キロメートルにあり、千葉県のほぼ中央部に位

置し、西は千葉市・八街市、南は大網白里町、東は九十九里町、北は山武市と接

しています。市の南東部は、九十九里平野のほぼ中央の水田地帯で市の北西部は

北総台地に続く丘陵部に森林及び畑作地帯がそれぞれ広がっています。 

  気候は、黒潮の影響を受け、年間平均気温は約１６℃と冬暖かく夏は涼しい温

暖な気候に恵まれています。 

  古くは江戸時代、徳川家康の鷹狩りのために「御成街道」が造られたことによ

り、この地に宿場町と近隣の農作物が集まる問屋街とが形成されました。以降、

東金は物流の集散地としてにぎわうようになり、九十九里地域の中核都市として

発展しました。現在では、国道１２６号と千葉東金有料道路をつなぐ交通の要衝

となっており、また、完成に向けて整備が進んでいる首都圏中央連絡自動車道の

開通も、今後は東金市の重要性をさらに高めるところです。 

  東金市の総人口は、平成２２年４月１日現在で５９，５９３人、総世帯数は  

２３，５０２戸、総面積は、８９．３４ｋ㎡でうち農業振興地域は７，９８０   

ｈａとなっています。 

 

（１）  東金市の農業 

  東金市を含む九十九里地域は、土地の高低差がないため、日照りが続くと良田

は荒廃し、雨期になれば水害に見舞われるという農業において最大の難点があり

ました。そこで、昭和２０年代に国営事業として、利根川から九十九里沿岸地域

へ農業用水を導水した「両総用水事業」が実施されました。市内を縦横にめぐら

せた水路は、今でも休まず用水を供給し、東金の水田を潤し続けています。 

  農作物では、生産高が県下上位の稲作を中心として、露地や施設園芸による野

菜、果実の栽培や畜産などが盛んです。県の指定銘柄を受けたネギ、トマト、レ

タスや県内有数のわけぎやしいたけ、イチゴ、プラム、ブドウなどの農産物、コ

ニファー、洋ラン、バラなどの花卉栽培などが東金市の特産物となっています。

 

  

 

 

プラム 

上：コニファー 

下：イチゴ 
上：わけぎ 

下：サラダ菜 

(社)東金市緑花木センター 
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市の販売農家戸数は平成１７年現在で、１，５２６戸、うち専業農家戸数は  

２８９戸（１８．９％）で平成１２年に比べると４３４戸、２９戸と減少してい

ます。このことは農家の高齢化、担い手の不足や農業経営の構造的な問題等一般

的な要因があげられます。 

  耕地面積は、３，４９０ｈａ（水田２，３７０ｈａ、畑１，１２０ｈａ）、山

林・原野１，１２４ｈａとなっています。 

 

 ２ 導入された事業の概要 

  本地区は、昭和３０年代のほ場整備により水田の大部分が１０ａ区画に整備さ

れましたが、地下水位は高く、常時湿田状態となっていました。このため、各種

水田施策に対応ができず、営農に支障をきたしている状況が続きました。地区に

は営農意欲のある担い手が存在するものの、前記の理由により、農地の利用集積

を図ることが困難でした。そこで、作業効率をあげ、かつ平坦な地形条件を活用

し、農地の利用集積を図ることによって大規模経営を一層促進するなど、土地の

高度利用による農業経営の安定と近代化を目的に、ほ場整備事業（県営担い手）

と地域内排水の除去を目的とした県営湛水防除事業を実施しました。 

ほ場整備事業では、１００ａ区画の大区画を標準とする高生産ほ場を設置、用

水はパイプライン化により損失の軽減ならびに管理を容易にし、２箇所の揚水機

場により地区内排水の反復利用を行うことで限られた用水を効率よく利用する

ことを可能にしました。道路整備では拡幅ならびに舗装を行なうことで大型の農

作業機械や運搬車両の往来が可能になり高生産農業と物流の促進が図られまし

た。併せて担い手育成基盤関連流動化促進事業（ソフト事業）により担い手農家

による経営規模拡大を図り、低コスト土地利用型農業を推進し、生産性の向上が

図られました。 

  また、国農政局、千葉県、東金市、両総土地改良区、地元営農推進委員会の連

携により、「気候変動に伴う農業生産基盤に関する適応策検討調査」として、地

下かんがいシステムＦＯＥＡＳ（フォアス）が実施されました。これは、地球温

暖化の進行に伴う水稲・大豆等の主要作物の高温障害発生による品質低下と収量

の減少が懸念されており、安定的な生産力を確保するために、ほ場の用水管理手

法等（用水と排水を設定した地下水位で制御）による高温障害対策であり、農林

水産省の「農業新技術２００８」にも選定されたものです。 

 

（１） ほ場整備事業（県営担い手）東中島地区（ハード事業） 

 ア 事業主体 千葉県 

 イ 受益面積 ６５．２ｈａ（水田５７．２ｈａ、畑８．０ｈａ） 

 ウ 事業期間 平成１０年度～平成１５年度 

 エ 総事業費 ９８５，０００千円 
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 オ 事業概要 整 地 工 ６５．２ｈａ 

        用水路工  ８．５ｋｍ 

        揚水機場  ２箇所 

        排水路工  ７．５ｋｍ 

        道 路 工 １０．４ｋｍ 

 

 

  【基盤整備実施前 平成９年】      【基盤整備実施後 平成１５年】 

                                 

 

 

 

 

 

 

整備前 

整備後 
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【 地 区 平 面 図 】     【 標 準 構 造 図 】 

 

（２）県営湛水防除事業 東中島地区 

 ア 事業主体 千葉県 

 イ 受益面積 ７９．３ｈａ（水田６５．９ｈａ、畑１３．４ｈａ） 

 ウ 事業期間 平成１０年度～平成１８年度 

 エ 総事業費 ６４９，０００千円 

 オ 事業概要 排水機場   １箇所 

        排水機工   ２基 

        除塵機工   ２台 

         樋 管 工  遊水池１箇所、制水門２門、排水樋管１門 

         排水路工 １，０２１ｍ 

 

（３）担い手育成土地利用調整事業 東中島地区（ソフト事業） 

 ア 事業主体 東金市 

 イ 事業期間 平成１０年度～平成１５年度 

 ウ 総事業費 ８，７８０千円 

 エ 事業概要 受益面積   ６５．２ｈａ 

        実績集積面積 １５．４ｈａ 

        実績集積率  ２３．６％ 

 

（４） 関連事業 

 ア 事業名  ちばオリジナルブランド産地づくり支援事業 

 イ 実施年度 平成１８年度 

 ウ 県補助金 ２９１千円 

 エ 事業概要 黒大豆脱粒機 １台購入 
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（５）関連調査業務 

 ア 調査名  気候変動に伴う農業生産基盤に関する適応策検討調査 

 イ 実施年度 平成２０年度～平成２２年度 

 ウ 調査概要 水稲と湿田条件にある水田での大豆栽培の実証で、地下かんが

いシステムＦＯＥＡＳ（フォアス）の「実証ほ場」の２ほ場と

「慣行ほ場（暗渠なし）」等を比較調査し検討しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォアス概要図 

60cm 

    給水バルブ 

洗浄時給水孔 地下給水孔  水位管理器 

水位制御器 

幹線パイプ 
接続パイプ 

支線パイプ 水位管理器 

水位制御器 

 

余剰水 

水位管理器(開) 

水位管理器(閉) 

 

フォアスの地下水位調整方法 
水位制御器(円筒の上下で水位設定) 

設定水位 
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３ 事業の成果 

（１）直接的な効果について 

 基盤整備事業を実施したことにより、１０ａの小区画から１００ａ以上の大区

画水田が５．７ｈａ（全体の１０％）、３０ａ以上の区画が３６．７ｈａ（全体

の６４％）で計４２．４ｈａ（全体の７４％）と区画の大規模化で農地の土地利

用集積が推進し易くなり、道路整備により大型機械の導入が可能となりました。

排水路整備では地下水調整が行え、用水の効率的な利用が可能になりました。併

せて、用水のパイプライン化と２箇所の揚水機場の設置により、用水ロスが減ら

せ、地区内排水の反復利用が可能となることで作業効率が向上し、水管理・施設

管理の簡素化が図られたことで労働時間が大幅に短縮され、水稲作付け以外の畑

作へも取組み易くなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ＦＯＥＡＳ（フォアス）の調査結果について 

 調査活動は、山武農林振興センター作物担当を中心に、農政局、県農林総合研

究センター等と連携し、地元営農推進委員の協力により実施されました。 

 調査内容は、試験ほ場(フォアス水田試験区と慣行水田区等)にて、水稲・大豆

の比較栽培を行いました。 

 平成２１年度の調査結果は、水稲（コシヒカリ）では、フォアス試験区の収量

水準５９５ｋｇ／１０ａと慣行区は５６８ｋｇ／１０ａでフォアス試験区の収

量が慣行区の収量を２７ｋｇ／１０ａ上回りました。なお、同年度の九十九里地

域の作況指数は９９で収量５４６ｋｇ／１０ａであることから、かなり高い収量

レベルとなっています。 

 

 

刈取り後トラックへの積込み 

大区画を６条刈コンバインで稲刈り 

排水路による地下水調整 
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 また、大豆（サチユタカ）では、フォアス試験区の収量水準２２０ｋｇ／１０

ａと慣行区は１５０ｋｇ／１０ａで県平均が１３４ｋｇ／１０ａであることか

ら、東中島地区での収量は県平均よりも高く、フォアス試験区では県平均を８６

ｋｇ／１０ａ上回る結果となりました。なお、平成２０年度の大豆においては、

慣行区で３０３ｋｇ／１０ａに対してフォアス試験区では４２２ｋｇ／１０ａ

とフォアス導入が有効であったことが確認されました。 

 以上のことから、フォアスの効果は、水稲では水位を調整できる地下かんがい

により高温障害対策が図られ、大豆では播種後から開花期までの地下水位を一定

に制御できたことで、生育向上に効果が得られました。 

（３）黒大豆のオーナー制について 

 東中島地区での黒大豆のオーナー制は、ほ場整備事業完了の翌年の平成１６年

から始められました。当初のオーナーは、東金市在住の３１名からのスタートで

したが、オーナーのリピーター化や口コミ、市の広報の成果により平成２２年の

オーナー数は１７０名となりました。オーナーの構成は、東金市内１１５名、市

外５０名、東京都内３名、埼玉県内と神奈川県内でそれぞれ１名ずつと徐々に広

がりを見せています。 

 黒大豆のオーナー制とは、地区内の特定大区画水田で東中島地区営農推進委員

会の農家が栽培管理を行い、オーナーは収穫のみを行うものです。オーナーの募

集は毎年７月上旬から９月中旬までで、ほ場は全体面積が６６ａで、１区画３３

㎡の２００区画から構成されています。費用は１区画５，０００円で概ね５０株

が栽培されています。 

 栽培されている黒大豆は、丹波系黒大豆で地元では「黒宝豆（くろぼうず）」と

命名され、ポリフェノールがたっぷり含まれています。収穫時期は、枝豆として

は１０月上旬から同月末頃まで、また完熟豆（黒大豆）では１２月上旬から１２

月中旬までです。例年の「黒大豆収穫祭」は、１０月中旬の土曜日に行われ、毎

年老若男女様々なオーナーが黒大豆の収穫を楽しみ、地元特産の農産物や餅等の

料理もふるまわれ大いに賑わいます。 

 

フォアス水田試験区の大豆 (平成２０年８月２０日撮影) 慣行水田区の大豆 
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（４）営農組織の設立について 

 地区内には４集落（下谷、西中、東中島、砂古瀬）からなる受益者がおり、基

盤整備を契機に、各集落から選出された役員２７名で構成された「東中島地区営

農推進委員会（任意団体）」が平成２０年４月に設立されました。 

 基盤整備事業施行時から地区の取りまとめ役であった実行委員会が基になった

本委員会は、効率的かつ安定的な農業経営を目指し、地域の農業振興を図ること

を目的にしています。 

 営農推進委員会は、参与、会長、副会長、会計、監事２名と営農部会、転作部

会、施設管理部会、庶務・会計部会から構成されています。 

 営農部会では、地区内での土地利用調整として担い手農家への土地利用集積の

推進や作物のブロックローテーションの調整を行います。また、生産物の販路開

拓では東金市産業祭への出店、黒大豆オーナー制の企画立案、県庁生協事業「ふ

るさとツアー」の受け入れ、市内ホテルや菓子店等への黒大豆調理加工開発依頼、

黒大豆を使用した料理教室開催と活動を行ってきました。 

  

 

黒大豆特定区画での説明看板 

オーナー募集のチラシ 

収穫祭の風景 

収穫祭ののぼり 
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転作部会では、転作作物の調査及び研究ならびに転作実施体制を整えて営農部

会で決定した転作田で転作作物の栽培を推進します。メインは黒大豆の作付け管

理栽培でほかには耕畜連携を図ったホールクロップサイレージ・飼料用米や加工

用米等新規需要米の導入を実施してきました。地区内にはフォアスの実証ほ場は

ありますが、多くの水田では依然地下水位は高く、やはり水稲栽培が主力となり

ます。継続してきたホールクロップサイレージでは高価な専用機械の購入が難し

いことから栽培を断念し、今後は飼料用米・加工用米の推進を検討しています。 

 施設管理部会では、基盤整備事業で整備された施設の使用調整と維持管理を実

施しています。施設は完成後７年程度ですが、これからのメンテナンス等が大変

になると思われます。 

 庶務・会計部会では、委員会の庶務会計を担当しています。 

 地区の特産物である「黒大豆」について、委員会では力を入れており、各種作

業機械を購入して栽培の推進を図ってきました。 

○直幡式定植機１台、管理機・セット動力噴霧器１台（平成１７年度単独事業） 

○黒大豆脱粒機１台（平成１８年度ちばオリジナルブランド産地づくり支援事業） 

○大豆平乾型乾燥機１台（平成２１年度委員会単独事業） 

○直幡式大豆播種機１台（平成２２年度委員会単独事業） 

 営農推進委員会は、地域農業のＰＲ活動に関しても東金市産業振興課と供に事

務局となり「黒大豆オーナー制度」を通して収穫体験等で農産物をより身近な物

に感じていただき、地域住民の農業への関心を深めることに寄与しています。 

また、オーナー制度の他にも別途に収穫された黒大豆は地元加工業者により「黒

宝豆(くろぼうず)味噌」（１ｋｇパック詰め１，０００円）や「黒宝豆きな粉」（２

５０ｇ袋詰め４５０円）として東金市内の小学校９校、中学校４校の学校給食の

食材に提供され地産地消に繋げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会は、黒大豆の収穫や水稲の植付けと刈取りの場の提供と指導を通して小

学生に向けて農業や食べ物の大切さ等食育活動にも活躍しています（表紙写真）。 

 

写真は「地場産物を使ったメニュー」としての“黒大豆味噌の豚汁給食”です。具材には東

金産の人参、ネギ、里芋が入っています。味はこくがあり、まろやかな風味です。他にも給

食の“みそラーメン等”の食材にも使われています。 

キャラクターの「黒宝豆（くろぼうず）」 

黒大豆 
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（５）担い手等土地利用集積について 

 東中島地区の土地利用集積は、平成１４年度に計画がまとまり、区画整理後の

平成１６年度から本格的に実施されました。営農推進委員会の営農部会ならびに

東金市産業振興課の協力で推進が図られています。 

実施内容は、「東中島地区農業農村活性化計画」に基づき個人の担い手農家７名

により経営面積１６．５ｈａ（２５％）の集積を目標とするものです。東金市全

体の集積目標２０％に対し、本地区は平成２２年度に担い手農家７名による経営

面積１８．３ｈａ（２８％）を達成しました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

なお、計画では基幹３作業の委託面積が２．６ｈａでありましたが、推進する

中で土地利用集積方法の全てが賃借権の設定に移行されました。 
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４ 今後の課題と改善方法 

 担い手による土地利用集積では、計画を上回るものとなりましたが、今後は地

域受益者ならびに担い手農家の高齢化に伴いより多くの土地利用集積と担い手農

家の育成が必要となります。 

 黒大豆の販売計画では、黒大豆オーナー制度では天候に左右され年毎に収量に

差異はありますが、オーナー数は定着し今後も多くの方に親しんでいただけるよ

うになりました。しかし、黒大豆の加工品である「黒宝豆味噌」、「黒宝豆きな粉」

は、収穫量に限度があり、学校給食や一部消費者への提供に止まっている状況で

す。今後、委員会では黒大豆オーナー制度の拡充、黒大豆を食材とした料理・加

工教室の実施、産業祭等でのＰＲ、地産地消で市内小中学校の給食との提携の継

続、道の駅や産地直販店舗への製品の提供等を推進し販路の拡大を検討していま

す。今後の土地利用集積の向上や黒大豆の生産量アップについても営農組合の創

設が必要になります。 

営農推進委員会では、集落営農関連の講座・視察研修会、現地視察等を毎年実

施することで、営農推進委員会よりもより効率化が図られる営農組合への移行を

検討し始めています。 

 営農計画については、当初に計画された水田の汎用化が図れず、本来の計画作

物の作付けが難しいことから、推進委員会では今後、栽培が可能な他用途米を中

心に戦略作物の採用等を推進し、戸別所得補償制度の活用を検討しています。 

 

５ その他 

（１） 調査協力機関 

 ア 東金市建設経済部産業振興課農林振興係 

 イ 東中島地区営農推進委員会事務局 

 ウ 東金市立福岡小学校 

 

（２） 参考図書等 

 ア 農業センサス（２００５年版） 

 イ 市政施行５０周年記念誌 東金賛歌 第二部東金辞典 

 ウ ほ場整備事業（県営担い手）東中島地区計画書 

 エ ほ場整備事業（県営担い手）東中島地区概要書 

 オ 農業農村活性化東中島地区変更計画書（平成１４年度） 

 カ 平成２０年度関東食料・農業・農村情勢報告 

 キ 千葉県農林水産統計年報（平成２０年～２１年） 
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